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要　　旨

　地理情報の相互利用環境を整備するため地理情報

の標準化が進められている．国土地理院では地理情

報の標準化促進のため，地理情報に関する国際規格

(ISO 191**シリーズ )及び日本工業規格 (JIS X 7**

シリーズ ) の中から，最小限の部分を抽出・体系化

した「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」を作成し，

平成 17 年５月に公開した．「地理情報標準プロファ

イル」の公開により規格内容が絞られたことで，デー

タ整備やソフトウェアの標準対応がこれまでより容

易になった．これにより標準の普及が進むことが期

待される．

１．はじめに

　地理情報システム（GIS）は，社会経済活動の広範

な分野において大きな役割をはたすものであり，政

府は新たな社会基盤と位置づけて，その推進に取り

組んできた．この結果，多くの地理情報が整備され

GIS が利用されるようになった．また，近年 GIS は，

インターネットや携帯電話に関する技術の進歩や普

及により，一般にも身近なサービスに利用範囲が拡

大しており，IT 社会の中で重要性を増してきている．

　一方で地理情報の利用形態は多種多様であり，現

状では GIS の数だけデータの書式が存在していると

いっても過言ではない．このため，多くの地理情報

が整備されても，異なる GIS 間においてデータが相

互利用し難く，必ずしも整備された地理情報が効率

的に活用されているとはいえない．つまり，相互利

用環境が整っていないため GIS の基盤となる良質な

地理情報の重複整備が行われていたり，異なるシス

テムで利用する時に多くの手間やコストがかかって

しまう．

　そこで，これらの課題を解決するために標準化の

取り組みが行われてきた．地理情報の標準化とは，

異なるシステム間における相互運用性（inter-opera-

bility）を，共通となるルール（規格）を規定するこ

とで実現しようというものである．具体的には，デー

タの定義やフォーマットを固定化してしまうのでは

なく，データの設計方法，符号化方法，品質，位置

との関連付け等の基本的なルールを規定するもので，

規定されたデータモデルにしたがって応用モデルを

作成し，規定された方法により地物を XML で記述す

ることで，異なる設計のデータであってもコンピュー

タで自動的に理解できるようにしようというもので

ある．

　政府は GIS 関係省庁連絡会議等を通じて地理情報

の標準化を推進しており，これを受けて国土地理院

では規格の作成，マニュアル・ツールの作成，セミナー

等を実施し，標準の利用促進に努めている．

　本稿では，国土地理院における地理情報の標準化

に関する取り組みの一環として，地理情報に関する

国内規格及び国際規格から必要最小限の部分を抽

出・体系化した「地理情報標準プロファイル（Japan 

Profile for Geographic Information Standards ：

JPGIS）」について，作成の経緯及び概要を報告する．

２．標準化の経緯

　地理情報の標準化は国際標準（ISO 191 ** シリー

ズ）に基づいている．この国際標準の中からデータ

の相互利用に必要な項目を翻訳したものを国内標準

（地理情報標準）とし，これを政府の技術的標準と位

置づけて順次 JIS（日本工業規格）化している．また，

「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」は，これらを

より利用しやすいよう内容を絞ったものである（図

－１）．

２．１　ISO/TC211 における国際標準の作成

　国際的な地理情報の標準化に関する取り組みは，

国際標準化機構（ISO）において地理情報に関する専

門委員会（TC211）が 1994 年に設立され，そこで規

格作成が進められている．現在 58 の国・地域・機関

が参加し約 40 の規格（ISO 191 ** シリーズ）を作

成している．現在までに地理情報の相互利用に必要

図－１　国際標準に基づいた標準体系
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な基本的な規格はほぼ完成し，最近は主に応用分野

の規格作成を行っている．日本では ISO/TC211 に対

応するため ISO/TC211 国内委員会（委員長：伊理正

夫東京大学名誉教授）を設置し，我が国の意見を国

際規格に反映させるとともに，総会に専門家を派遣

する等積極的に規格作成に参加している．

２．２　地理情報標準の作成とそれらの JIS 化

　国内においては ISO/TC211 の国際規格案の中から

地理情報の相互利用に必要な 13 の項目を選定し，こ

れを翻訳した規格から構成される「地理情報標準

(Japanese Standards for Geographic Information:

JSGI）」を作成している．「地理情報標準」は国土地

理院と情報系・測量系の民間企業とによる官民共同

研究により作成したもので，平成 14 年３月に「地理

情報標準第二版（JSGI2.0）」を公開し普及に努めて

きた．また，国内での普及を図り，国際規格を国内

規格として適用するため，「地理情報標準」を構成す

る各項目は，基になった国際規格案が規格として確

定後，順次国際規格と内容の整合をとり日本工業規

格（JIS X 71** シリーズ）にしている（表－１）．

２．３　国内における標準の普及

　「地理情報標準」は，GIS 関係省庁連絡会議が平成

11 年３月に策定した「国土空間データ基盤標準及び

整備計画」において，政府の技術的標準と位置づけ

られた．その後，平成 14 年２月に策定した「GIS ア

クションプログラム 2002-2005」では，「普及を図る

ため，ISO において国際規格となった項目について

順次日本工業規格として制定を図る」，「政府は，GIS

を用いた事務の効率化，迅速化，高度化を図るため

地理情報標準を率先して使用する」，「地方公共団体

や民間においても積極的に利用されるよう，標準の

普及活動や技術支援等を実施する」としており，政

府として標準の普及を推進している．

　国土地理院では，提供する地図データの「地理情

報標準」対応を進めるとともに，GIS アクションプ

ログラムに基づき，普及セミナーの実施，関連する

解説書・マニュアル・ツール等を作成してきた．さ

らに平成 16 年度からは，全国各地で実践的なセミ

ナーを開始するとともに，標準をより利用しやすく

するため「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」を

作成・公開している．

３．地理情報標準プロファイル（JPGIS）の作成

　「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」は，地理情

報標準の利用を促進するため，地理情報標準の中か

ら実利用に必要な内容を抽出したものである．空間

データの作成者及び GIS アプリケーション開発者は，

よりコンパクトにした「地理情報標準プロファイル」

を利用することで，国際標準（ISO 191** シリーズ）

及び国内標準（JIS X 71** シリーズ）に準拠するこ

とが容易となった．

３．１　作成の背景

　「地理情報標準」は，国際標準を基に作成してお

り，あらゆる地理情報を矛盾なく定義することが可

能であるため，規定している範囲が広く自由度も高

くなっている．このため，「地理情報標準」に準拠す

る空間データの作成や GIS アプリケーションの開発

を行う際，これらの規格に全て対応するには多大な

労力が必要となり「地理情報標準」の普及の妨げと

なっていた．しかしながら，現在国内で利用されて

いる空間データの作成や GIS アプリケーションの開

発は，これらの規格の一部を利用するだけで実現す

ることができる．このような背景から，国土地理院

では，現在市場に流通している空間データ，行政や

民間で利用する際のニーズ，GIS ソフトウェアの仕

様等を考慮し，「地理情報標準」の規格群の中から実

利用に必要な最小限の内容を抽出した「地理情報標

準プロファイル（JPGIS）」を作成し，平成 17 年５月

に公開した．

３．２　作成方法

　「地理情報標準プロファイル」は，これまでの官民

共同研究においてその必要性を認識し，内容につい

て検討を進めていたが，体系的な規格を完成するに

は至らなかった．そこで平成 16 年度に ISO/TC211 の

国内審議団体である（財）日本測量調査技術協会（測

技協）にプロファイルの作成作業を外注して作成す

ることとなった．短期間で大量の規格からプロファ

表－１　地理情報標準と JIS 化の状況

（平成17年12月現在）
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イルを抽出しとりまとめる困難な作業であったが，

測技協では測量や GIS 及び標準化の専門技術者から

構成される作業グループを組織し，迅速に原案を作

成するとともに，学識経験者，関係省庁，地方公共

団体，民間等の有識者から構成される「地理情報標

準の利用促進に関する検討委員会」（委員長：伊理正

夫東京大学名誉教授）を設置し，原案を精査してプ

ロファイルを作成した．

　また，原案作成段階においては中間報告会を開催

し，関係者から広く意見を聞き原案作成の参考とし

た．さらに，国土地理院の意見を反映させるために，

院内において地理情報部，地理調査部等と協力し，

原案に対するコメント提出等を行いながら作業を進

めた．

３．３　作成方針

　「地理情報標準プロファイル」作成にあたっては，

以下の方針に従った．

３．３．１　最新の国際標準，国内標準に準拠

　「地理情報標準プロファイル」は，最新の国際標準

（ISO 191** シリーズ），国内標準（JIS X 71** シリー

ズ）を引用する（表－２）．

　国内標準としての「地理情報標準第２版」を構成

する各項目は，国際規格と整合をとるため JIS 化さ

れた時点で対応する JIS に置き換わることとしてい

る．したがって，既に JIS 化されている項目につい

てはこれを引用した．また，現時点で JIS 化されて

いない項目については，ISO での議論はほぼ確定し

つつあり，できる限り国際規格及び将来の JIS と整

合をとるため，最新の ISO を引用するものとした．

３．３．２　既存の「地理情報標準」準拠データ等をサ

　　　　　ポート

　これまでに作成された「地理情報標準」準拠の製

品仕様書及びデータは，原則として全てサポートす

る．

　「地理情報標準」は政府の技術的標準とされており，

これまでに「地理情報標準」に準拠した製品仕様書，

データが作成されている．既存のものについてはプ

ロファイルで適用可能となるよう作成するものとし

た．ただし，一部の項目しか準拠していないものに

ついては，完全に「地理情報標準」に準拠した項目

のみサポートするものとした．

３．３．３　当面の実用標準として運用

　「地理情報標準プロファイル」は，実用標準として

利用できるよう，体系化した規格とする．また，安

定した運用を図るため，ISO で微細な変更があった

場合でも「地理情報標準プロファイル」は変更しない．

そしてこれに準拠した製品仕様書及び空間データは，

最新の「地理情報標準」準拠とみなすこととする．

３．３．４　解説書，品質のための規則等の作成

　「地理情報標準プロファイル」は，原規格から一部

の内容を抽出して作成された規格そのものであり，

全ての利用者にとって必ずしもわかりやすく記述さ

れているものではない．このため，内容の理解を助

けるための解説書を作成する．また，品質について

はプロファイルの項目の一部とも考えられるが，重

要な項目であるため，「品質の要求，評価及び報告の

ための規則」として別に作成する．

３．３．５　利用支援のためのマニュアル，ツールの作成

　「地理情報標準プロファイル」に準拠した製品仕様

書の作成を支援するため，製品仕様書作成者向けに

「製品仕様書作成マニュアル」「製品仕様書作成支援

ツール」を作成する．

３．３．６　各規格等との関連

　「地理情報標準プロファイル」は，これまでの官

民共同研究の成果を参考に，JISX71** シリーズ，

ISO191** シリーズに準拠したプロファイルとして作

表－２　引用した規格（平成 17 年３月現在）
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成されたものである．また，これに準拠した解説書，

マニュアル，ツール等も一緒に作成されている．引

用する各規格及び関連するマニュアル等との関係は，

図－２のとおりとする．

３．４　主な論点等

　「地理情報標準プロファイル」作成の際に論点と

なった主な事項は以下のとおりである．

３．４．１　本文と附属書との関係

　「地理情報標準プロファイル」は，本体と附属書で

構成する．本体には必ず守らなければならない規則

を記述する．附属書には関連する規格の利用方法，

用語の定義及び参考扱いの規定を記述する．

３．４．２　符号化の位置づけ

　ISO において符号化に関する規格である ISO/DIS 

19118（Encoding：符号化），ISO/DIS 19136（GML：

地理マーク付け言語）はまだ国際規格が確定してい

ない．また，既存の製品仕様書の中には XML による

符号化を使用していないものがあることから，XML

による符号化規則は当面参考とすることとした．し

かしながら，符号化規則が任意となると標準化の目

的である空間データの相互運用性に支障をきたす恐

れがあり，実行上 XML による符号化規則の利用を強

く推奨することとした．

３．４．３　製品仕様書の適合性評価

　製品仕様書が「地理情報標準」に準拠しているこ

とを証明するためには，一定の基準が必要である．

このため特定の目的に応じた試験項目群を作成する

ための根拠として，抽象試験項目を提示した．

３．４．４　品質に関する規定

　空間データの発注者は製品仕様書に品質要求を示

し，作成者は評価と報告を行うことになるため，品

質に関する規則が必要となる．「地理情報標準プロ

ファイル」では，別に作成する「品質の要求，評価

及び報告のための規則」にしたがって品質要求と品

質評価を行い，JMP2.0 を使用して報告を行うことを

規定した．

３．４．５　関連規格との関係

　「地理情報標準プロファイル」では関連する規格を

引用する場合があり，これをスキーマに反映させる

必要がある．このため附属書６において，他の規格

から引用するクラスを定義し，応用スキーマ作成を

「地理情報標準プロファイル」の範囲で行えるように

した．

３．４．６　四辺形グリッド被覆の表現

　日本で一般によく利用されているメッシュデータ

（標準地域メッシュ（JIS X 0410））を利用できるよ

うにする必要がある．このため附属書９において，

ISO/DIS 19123（Schema for Coverage Geometry and 

Function：被覆の幾何及び関数のためのスキーマ）

を踏まえて，標準地域メッシュを利用しやすくした

独自の規格を参考扱いで提示した．

３．４．７　地理情報と描画との関係

　「地理情報標準」では地理情報とその表現を分離

している．これにより同じ地理情報を使って目的に

応じた地図表現が可能になるが，その方法を示す必

要がある．このため，附属書 10 において ISO/DIS 

19117（Portrayal：描画法）を踏まえた独自の描画

規則を参考扱いで提示した．

３．４．８　空間データ製品仕様書との関係

　ISO の製品仕様書に関する規格 ISO/CD 19131（Data 

Product Specifications：データ製品仕様）は，未だ

委員会原案の段階であった．しかしながら，製品仕

様書を作成するための規定が必要である．そこで，

附属書 11 において製品仕様書の骨子のみを示した．

なお，詳細については別に作成する「製品仕様書作

成マニュアル」に記述した．

３．４．９　既存の製品仕様書との関係

　既存の製品仕様書について，「地理情報標準プロ

ファイル」への適合状況を項目毎に調査した結果を

表－３に示す．「地理情報標準プロファイル」の作成

にあたっては，方針のとおり既存の製品仕様書で「地

理情報標準」に準拠しているものは，「地理情報標準

プロファイル」にも適合するよう作成している．し

かしながら，初期に作成された製品仕様書で空間ス

キーマ，応用スキーマ等 , 一部の項目が「地理情報

標準」に準拠していないものがあることがわかった．

これらの製品仕様書については「地理情報標準プロ

図－２　JPGIS と各規格，成果品との関係
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ファイル」にも準拠していないことになるため，次

期改訂時に準拠するよう働きかけていく必要がある．

３．５　構成と内容

　「地理情報標準プロファイル」の構成は図－３のと

おりである．本編と附属書により構成される．本編

及び附属書の中で「規定」となる項目は，準拠する

ためには必ず守らなければならないものである．

３．５．１　本編

１）適用範囲

　JPGIS を適用する分野を示す．

２）適合性

　JPGIS に適合するためには附属書１の要件を満た

さなければならないことを示す．

３）引用規格

　JPGIS で引用した規格を示す．

４）UML による表記方法

　応用スキーマを作成する際に使用する UML の表記

法を示す．

５）基本的なデータ型

　JPGIS で使用する基本的なデータ型を示す．

６）応用スキーマのための規則

　空間スキーマ，時間スキーマ等を使用して，応用

スキーマを作成する際に守らなくてはならない事項

を規定する．

７）空間スキーマ

　地物の空間属性を記述するために必要な事項を規

定する．

８）時間スキーマ

　地物の時間属性を記述するために必要な事項を規

定する．

９）被覆の幾何及び関数のためのスキーマ

　被覆（TIN,DEM 等のメッシュデータ）を記述する

ために必要な事項を規定する．

10）地理識別子による空間参照

　地理識別子（住所等）と地球上の位置との関係を

記述した地名辞典の作成に必要な事項を規定する．

11）地物カタログ化法

　地物型，属性，関連等地物のカタログ化するため

の方法を規定する．

12）符号化

　JPGIS に基づいて作成した応用スキーマを符号化

する際に，符号化規則に最低限盛り込むべき事項を

規定する．具体的な符号化規則は附属書８で示す．

３．５．２　附属書

１）附属書１（規定）抽象試験項目群

　JPGIS に適合するか検査するために必要な適合性

試験に関する用語，考え方を JIS X 7105（適合性と

試験）に基づき規定する．

２）附属書２（規定）参照系

　JPGIS で使用する時間参照系及び空間参照系の定

義を規定する．

３）附属書３（規定）品質

　品質については，「品質の要求，評価及び報告のた

めの規則」に従わなければならないことを規定する．

４）附属書４（規定）メタデータ

　メタデータについては，JMP2.0 に従わなければな

らないことを規定する．

５）附属書５（規定）定義

　JPGIS で使用する専門用語を定義する．

６ ）附属書６（規定）他規格から引用するクラスの

定義

　JPGIS で使用しているが，他の規格から引用して

いるクラスを定義する．

７）附属書７（参考）参照モデル

　JPGISの全体的な枠組み，各項目の依存関係を示す．

８）附属書８（参考）XML に基づく符号化規則

　本編「符号化」に基づいて作成した，XML に基づ

く符号化規則を示す．

９）附属書９（参考）四辺形グリッド被覆

　標準地域メッシュ等を記述するために独自に作成

した記述方法を示す．

10）附属書 10（参考）描画法

　製品仕様書に記載すべき地物の描画規則を示す．

表－３　JPGIS と既存の製品仕様書の適合関係

図－３　JPGIS の構成
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11）附属書 11（参考）空間データ製品仕様書

　製品仕様書に記載すべき項目を示す．

３．６　解説書

　「地理情報標準プロファイル」は，マニュアルでは

なく規格であること，また，情報処理分野の技術（UML

クラス図）を使用して記述されていること等から，

これらの知識がない者にとって難解であるといわれ

ている．そこで製品仕様書及び空間データの作成者，

システム開発者等の「地理情報標準プロファイル」

を利用する実務担当者向けに，内容を補足し理解を

助けることを目的に解説書を作成した．

　解説書は第一部で逐条的に解説を行うとともに，

必要に応じて図や具体例を示し，「地理情報標準プロ

ファイル」本文の理解を助ける資料とした．また第

二部において，典型的な利用分野である「都市計画」

「防災」「位置情報サービス」の実例をあげ，「地理情

報標準プロファイル」本文の項目を全て網羅した適

用例を示した．ここでは応用スキーマクラス図，応

用スキーマ定義文書，符号化規則を例示し，どのよ

うにクラス図を作成したのか等，応用スキーマ作成

の背景を解説した．

３．７　品質のための規則

　品質のための規則は，JIS X 7113（品質原理）と

JIS X 7114（品質評価手順：未発行）に準拠して作

成したプロファイルとして位置づけられるものであ

る．この規則については，「地理情報標準プロファイ

ル」の一部とも言えるが，重要な項目であるため「品

質の要求，評価，及び報告のための規則」として独

立して作成したものである．構成は図－４のとおり．

５）品質要求のための規則

　空間データ製品仕様書の品質要求を作成するため

の規則を規定する．

６）品質評価のための規則

　品質要求手順書を作成するための規則を規定する．

７）品質の報告のための規則

　JMP2.0 に適合するメタデータへの品質情報の記載

方法を規定する．

３．７．２　附属書

１）品質要求及び評価手順の事例（参考）

　地図情報レベル 2500 データ作成の製品仕様書（案）

における品質要求及び評価手順を示す．

２）品質評価表（参考）

　GIS 関係省庁連絡会議が示した品質評価表と

JMP2.0 の対応関係を示す．

３）抜取検査適用のための指針（参考）

　地理情報に抜取検査を適用するための考え方，既

存の抜取検査の規格を示す．

４）参考文献（参考）

　この規則を作成するために参考とした文献を示す．

４．関連するマニュアル・ツール

　「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」の作成にあ

わせて，これに準拠した製品仕様書の作成を支援す

るため，「製品仕様書作成マニュアル」及び「製品仕

様書作成支援ツール」を作成した．

　「製品仕様書作成マニュアル」は，製品仕様書を作

成するための手順書で，三部から構成される．第一

部はガイダンス編で，主に初心者向けに製品仕様書

の概要，運用方法について解説している．第二部は

基本構成編で，製品仕様書の基本構成，記載すべき

内容を簡潔に解説している．第三部は応用編で，応

用スキーマのクラス図の設計等，技術的な内容を解

説している．

　「製品仕様書作成支援ツール」（製品仕様書エディ

タ）は，「地理情報標準プロファイル」の知識が十分

なくても簡易な操作で製品仕様書を作成することが

できるフリーソフトである．利用者は入力画面で表

示されるガイダンスにしたがって必要事項を記載し

ていくことで，Word 形式の製品仕様書，XML スキーマ，

XML インスタンスサンプルを作成することができる．

このツールは，「製品仕様書作成マニュアル」を基礎

として作成しており，マニュアルとともに使用する

ことで適切な製品仕様書を作成するためのガイドと

しての役割を果たし，さらにその作成作業の省力化

を図ることができる．

５．まとめ

　「地理情報標準プロファイル（JPGIS）」は，平成

３．７．１　本編

１）適用範囲

　JPGIS に準拠する全ての応用分野に対して適用可

能な規則であることを示す．

２）引用規格

　JIS X 7113（品質原理）と JIS X 7114（品質評価

手順：未発行）からの引用であることを示す．

３）定義

　主な用語を定義する．

４）品質に関する原則

　地理情報の品質の概念，要素，評価手順を規定する．

図－４　品質のための規則の構成
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17 年５月に国土地理院の Web サイトで公開した．こ

れにより，これまでよりも利用しやすく実用性の高

い規格を提示することができた．今後は，「地理情報

標準プロファイル」を，国際標準（ISO 191** シリー

ズ）及び国内標準（地理情報標準：JIS X 71** シリー

ズ）に準拠した実用上の標準として普及させていく

ことが必要である．普及にあたっては地理情報の相

互運用性を高め効率的に GIS を活用するため，「地理

情報標準プロファイル」に準拠した製品仕様書の作

成を促すこと，「XML に基づく符号化規則」に従った

データを流通させることが特に重要である．

　また，様々な分野において利用が進むことで実用

性の確認を行い，重要な課題等については適切に対

処し，実用性のある規格として維持管理していくこ

とが必要である．さらに，国際標準（ISO 191** シリー

ズ）との調和を図るため，今後も国際標準の動向を

注視していく必要がある．
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